
指導と評価の年間計画（２００８・Ｈ２０年度） 

教科 科目 開設学年 単位数 教材名等 
国語 古典演習 ３ ２ アクセス古文２（京都書房） 

 
 

到達目標 
 

さまざまなジャンルの古典作品を読むことによって、古典世界の理解を深める。さら

に、時代の推移の中で古典作品がどう変化したかも理解させる。音読を重視し、視聴

覚的なアプローチも試みる。進学に対応できる力も涵養する。 
到達目標に向けての

具体的な取り組み 
【指導上の】留意点 

・ 生徒の主体的な取り組みを重視する。 
・ 古文の総合的な力を着実につける。 

 
月 進度（単元・章・項） 指導内容（項目／活動） 評価方法等 評価のポイント 
 
 
４ 
月 

～  
７ 
月 
 
 
 

１．物語、随筆等の作品

を読ませる。 
２．古典常識文例資料の

提示。 
３．文法的なものとして

は独立語を中心にと

りくませる。修辞法

についても問題用例

を提示する。 

１．物語、随筆を読ませること

で、作品世界の理解と読解

力を付ける。 
２．古典常識の理解、及び作品

世界の背景の理解を深め

る。 
３．文法的な読解力を深めるた

め、用例文の提示と問題集

の理解を進める。 

１．問題集・ノー

ト提出 
２．朗読 
３．期末考査 

８ 
月 

 休業中課題（自主課題）  

 
 
９

月

～  
12 
月 
 
 

１．評論文、物語等を読

ませる。 
２．古典文の総合的理解

につながる文例を提

示する。 
３．文法的なものとして、

敬語法、韻文の修辞

法などを提示する。 
 

１．評論文、物語等を読ませる

ことで文章の理論的読解

力をつける。 
２．古典文学と現代社会との関

連性を追求する。 
３．敬語法、韻文等の修辞法の

理解を深めるための問題

集を解き進める。 

１．問題集・ノー

ト提出 
２．朗読 
３．期末考査 

 
 
１

月

～  
３ 
月 
 

１．名文といわれるもの

の提示。ジャンルは

物語、日記、随筆、

韻文の中からエッセ

ンスを抜粋する。 
２．古典の総合的理解を

深めるためのまとめ

をする。 

１．名文の音読、書写に取り組

み、その作品背景作者につ

いて探究し、まとめさせ

る。 
 
 

１．問題集・ノー

ト提出 
２．朗読 
３．期末考査 
 

・問題を自分の力で解い

ているか。 
・意味調べはできている

か。 
・現代語訳は適切である

か。 
・文法的事項は書き込め

ているか。 
・文学史はまとめている

か。 
・内容をよく理解して、

朗読できているか。 

 


